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令和 6 年第 2 回定例会令和 6 年第 2 回定例会
令和 6 年 6 月 19 日令和 6 年 6 月 19 日～～ 21 日21 日

議案の賛否一覧表

上程議案 結果

副 議

１
番

２
番

３
番

４
番

５
番

６
番

７
番

８
番

十
河

鷹
嘴

小
野

古
橋

渋
谷

曽
慶

大
西

酒
井

（賛成：〇　反対：×　欠席：欠　除斥：除）
□：議事進行により議決に加わらない「-」

議案第１号 令和６年度南富良野町一般会計補正予算 可決 (6/19) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議案第２号 令和６年度南富良野町立診療所事業特別会計補正予算 可決 (6/19) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議案第３号 令和６年度南富良野町簡易水道事業会計補正予算 可決 (6/19) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議案第４号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決 (6/19) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議案第５号 工事請負契約について（建築主体工事） 可決 (6/21) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議案第６号 工事請負契約について（電気設備工事） 可決 (6/21) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議案第７号 工事請負契約について（機械設備工事） 可決 (6/21) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議案第８号 財産の取得について 可決 (6/21) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議案第９号 財産の処分について 可決 (6/21) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議案第 10 号 南富良野町監査委員の選任について 同意 (6/21) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議案第 11 号 南富良野町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 (6/21) 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 欠

議：議長・副：副議長

　
令
和
６
年
第
２
回
町
議
会

　
令
和
６
年
第
２
回
町
議
会

定
例
会
は
、
６
月

定
例
会
は
、
６
月
1919
日
に
招

日
に
招

集
さ
れ
、
会
期
を

集
さ
れ
、
会
期
を
1919
日
か
ら

日
か
ら

2121
日
ま
で
の
３
日
間
と
決
め

日
ま
で
の
３
日
間
と
決
め

た
後
、
行
政
報
告
、
教
育
行

た
後
、
行
政
報
告
、
教
育
行

政
報
告
、
議
会
運
営
委
員
会

政
報
告
、
議
会
運
営
委
員
会

報
告
、
総
務
常
任
委
員
会
報

報
告
、
総
務
常
任
委
員
会
報

告
が
あ
り
、
４
議
員
に
よ
る

告
が
あ
り
、
４
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
後
、

一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
後
、

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
及

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
及

び
株
式
会
社
南
富
良
野
町
振

び
株
式
会
社
南
富
良
野
町
振

興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
議
案
４
件
に
つ

引
き
続
き
、
議
案
４
件
に
つ

い
て
審
議
の
結
果
、
原
案
の

い
て
審
議
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
、
１
日
目
を

と
お
り
可
決
し
、
１
日
目
を

終
了
し
ま
し
た
。

終
了
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
６
月

　
最
終
日
の
６
月
2121
日
は
、

日
は
、

議
案
７
件
に
つ
い
て
審
議
の

議
案
７
件
に
つ
い
て
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
意
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

議
員
提
出
に
よ
る
意
見
書
案

議
員
提
出
に
よ
る
意
見
書
案

１
件
に
つ
い
て
も
審
議
の
結

１
件
に
つ
い
て
も
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

全
て
の
日
程
を
終
え
、
定
例

全
て
の
日
程
を
終
え
、
定
例

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

令和６年度各会計補正予算 補 正 額 補 正 後

一 般 会 計 1 億 2,411 万円 51 億 8,042 万円

国民健康保険事業特別会計 ― 2 億 9,659 万円

後期高齢者医療事業特別会計 ― 4,800 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 ―　 3 億　874 万円

町立診療所事業特別会計 102 万円 9,716 万円

簡 易 水 道 事 業 会 計 　761 万円 3 億 3,068 万円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 ― 2 億 4,965 万円

合 計 1 億 3,274 万円　　65 億 1,124 万円

・
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立

金

　

７
８
３
７
万
円

・
定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

１
８
１
４
万
円

一 

般 

会 

計 

補 

正 

予 

算

の 

主 

な 

も 

の
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・
低
所
得
者
支
援
給
付
金
事
業

　
５
０
１
万
円

・
簡
易
水
道
事
業
公
営
企
業
会
計
繰

出
金

７
６
１
万
円

・
電
気
牧
柵
設
置
業
務
委
託
料

　
９
９
６
万
円

・
道
の
駅
公
園
等
案
内
看
板
製
作
設

置
委
託
料

　
３
０
１
万
円

　
町
長
が
選
任
す
る
に
あ
た
り
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出

さ
れ
、
無
記
名
投
票
の
結
果
、
全
員

の
賛
成
に
よ
り
同
意
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

○
南
富
良
野
町
監
査
委
員(

識
見)

　
の
選
任

    

・
森
　
敏
範 

氏
（
２
期
目
）

　
・
任
期

：

令
和
６
年
６
月
29
日
か

　
　
ら
令
和
10
年
６
月
28
日

〇
南
富
良
野
町
固
定
資
産
評
価
審

　
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
・
髙
橋 

一
久 

氏
（
４
期
目
）

　
・
任
期

：
令
和
６
年
６
月
27
日
か

　
　
ら
令
和
９
年
６
月
26
日

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
次
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に

資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施

策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

　
本
道
の
森
林
を
将
来
の
世
代
に

引
き
継
ぎ
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
目
標

に
向
け
、
活
力
あ
る
森
林
づ
く
り
や

道
産
木
材
の
利
用
、
防
災
・
減
災
対

策
を
一
層
進
め
る
た
め
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
資
す
る
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充
実
・

強
化
を
図
れ
る
よ
う
求
め
る
。

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
６

年
第
１
回
定
例
会
以
降
、
町
内
施
設

導
入
の
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の

現
状
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
継
続
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続

き
町
内
施
設
導
入
の
木
質
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
、
閉
会

中
の
継
続
調
査
を
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

人  

事  

案  

件

意 

見 

書 

に 

つ 

い 

て

※議決された意見書は、議長名でそれぞれの関係機関に提出しています。

閉 

会 

中 

の 

継 

続 

調 

査

　■工事請負契約（３件）

契約の
目　的

道の駅再編整備に伴う物産センター改修工事

建築主体工事 電気設備工事 機械設備工事

契約の
方　法

条件付一般競争入札による契約

契　約
金　額

179,850,000 円
（うち消費税及び地方消費税の額

16,350,000 円）

133,540,000 円
（うち消費税及び地方消費税の額

12,140,000 円）

103,400,000 円
（うち消費税及び地方消費税の額

9,400,000 円）

契約の
相手方

軽米・永井
特定建設工事共同企業体

東邦・山下
特定建設工事共同企業体

東テク・ソケイズ
特定建設工事共同企業体

　■財産の取得（１件）

取得しようとする動産 学校情報通信機器　１式

取 得 金 額 16,390,000 円　（うち消費税及び地方消費税の額　1,490,000 円）

取 得 先 北海道市町村備荒資金組合　組合長　棚野　孝夫

　

　■財産の処分（１件）

処 分 し よ う と す る

不 動 産

所　在　地 地　目 地　積 ( ㎡ )

南富良野町字幾寅 668 番 3 宅　地 380.15

南富良野町字幾寅 668 番 4 宅　地 2,656.73

南富良野町字幾寅 675 番 3 宅　地 17,867.29

合　計 20,904.17

契 約 の 方 法 随意契約

契 約 金 額 66,893,344 円

契 約 の 相 手 方 ふらの農業協同組合　代表理事組合長　植﨑　博行ふらの農業協同組合　代表理事組合長　植﨑　博行
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大
西
大
西  

ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
化
庁
か

ら
提
言
さ
れ
て
い
る
部
活
動
の

地
域
移
行
は
、
こ
れ
ま
で
学
校

教
員
が
担
っ
て
き
た
部
活
動
の

指
導
を
、
地
域
団
体
な
ど
に
担
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
地
域
活
動
に

位
置
づ
け
る
こ
と
を
指
す
が
、
地

域
移
行
が
求
め
ら
れ
る
背
景
に

は
児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
、
生
徒
数
減
少
に
伴
う
部
活

メ
ニ
ュ
ー
の
縮
小
、
教
員
数
の

減
少
と
勤
務
負
担
増
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
町
内
の
学
校

で
の
部
活
動
の
実
態
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。
　

教
育
長
　
学
校
部
活
動
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
教
員
の
献
身
的

な
指
導
の
も
と
で
成
り
立
っ
て

き
た
が
、
休
日
を
含
む
長
時
間

勤
務
が
要
因
と
な
り
、
教
員
の

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
上
で

の
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
少
子
化
の
影
響
に
よ
り

部
員
数
が
減
少
し
、
部
活
動
の

継
続
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
と
文
化
庁
を
通
じ
て
、
運
動

部
活
動
と
文
化
部
活
動
の
地
域

移
行
に
関
す
る
提
言
が
出
さ
れ
、

持
続
可
能
な
部
活
動
と
教
師
の

負
担
軽
減
の
両
方
を
実
現
で
き

る
改
革
と
し
て
、
運
動
部
・
文

化
部
と
も
に
、
ま
ず
は
休
日
の

部
活
動
か
ら
段
階
的
に
地
域
移

行
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
な

り
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間

を
「
改
革
推
進
期
間
」
と
し
て
「
可

能
な
限
り
早
期
実
現
を
目
指
す
」

と
さ
れ
た
。

　
具
体
的
な
部
活
動
の
実
態
と

し
て
、
中
学
校
で
は
運
動
部
が
４

部
で
26
名
、
文
化
部
が
１
部
で

３
名
が
活
動
し
て
お
り
、
加
入

率
は
76
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
時
季
的
に
特
設
部
も
活
動

し
て
お
り
、
特
に
常
設
部
の
団

体
競
技
で
は
単
独
チ
ー
ム
の
編

成
が
で
き
ず
、
他
校
と
の
合
同

チ
ー
ム
で
参
加
し
て
い
る
。
高

等
学
校
で
は
、
運
動
部
が
４
部

で
42
名
、
文
化
部
が
４
部
で
23

名
が
活
動
し
て
お
り
、
加
入
率

は
92
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
は
各
学
校

の
教
員
が
顧
問
と
し
て
指
導
に

当
た
っ
て
お
り
、
今
年
度
か
ら

専
門
的
な
指
導
者
を
配
置
し
て

い
る
高
校
の
カ
ヌ
ー
部
の
ほ
か
、

一
部
の
部
活
動
で
は
地
域
の
方

の
協
力
を
得
な
が
ら
顧
問
と
共

に
活
動
し
て
い
る
。

大
西
大
西  

中
学
校
の
ス
キ
ー
部
の
各

大
会
は
、
学
校
の
部
活
動
の
一

環
と
し
て
参
加
が
認
め
ら
れ
て

い
る
が
、
実
態
と
し
て
は
ス
キ
ー

少
年
団
が
指
導
者
の
下
で
練
習

を
重
ね
、
学
校
と
し
て
大
会
に

参
加
し
て
い
る
。
指
導
者
は
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で

あ
り
、
部
活
動
地
域
指
導
者
と

呼
ん
で
も
過
言
で
は
な
い
。
国

の
制
度
に
よ
っ
て
部
活
動
地
域

指
導
者
に
対
す
る
助
成
を
受
け
、

充
実
し
た
指
導
体
制
の
構
築
が

図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

全
国
中
学
校
体
育
大
会
の
冬
季

競
技
が
取
り
や
め
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
、
ス
キ
ー
大
会
は
２
０

３
０
年
度
か
ら
実
施
し
な
い
と

発
表
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て

「
少
子
化
へ
の
対
応
や
教
員
の
負

一般質問　４名の議員が町政に質問！
質問議員 担当課 質問事項 頁

大 西 　 知 幸  議 員 【教育委員会】 学校部活動の地域移行について ４・５

古 橋 　 国 久  議 員 【 企 画 課 】
星野リゾートによる落合岳、金の沢周辺のスキー
場開発計画について

５・６

曽 慶 　 一 介  議 員 【 総 務 課 】 ハラスメントについて ６・７

小 野 　 　 秀  議 員 【 総 務 課 】 本町の「ＤＸ」の認識と導入状況について ７・８

問　学校部活動の地域移行が求められる

中、今後の部活動への対策は？

答  体制の整備や制度の活用を関係者と共

      に検討していく

一

般

質

問
（

要

旨

）

 

大お
お
に
し西 

知と
も
ゆ
き幸

議

員

担当課担当課
「教育委員会」「教育委員会」
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担
軽
減
の
観
点
か
ら
在
り
方
の

見
直
し
を
進
め
た
」
と
さ
れ
て

お
り
、
生
徒
に
と
っ
て
大
き
な

目
標
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
思

う
が
、
教
育
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
長  

現
在
の
中
学
校
の
ス

キ
ー
部
に
つ
い
て
は
、
顧
問
は
学

校
の
教
員
が
受
け
持
ち
、
技
術

指
導
に
は
地
域
の
方
々
が
少
年

団
活
動
と
兼
ね
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
い
る
。

　
今
後
部
活
動
を
地
域
移
行
し

て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
や

関
係
団
体
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
特
に
小
規
模
自
治
体
で
は

指
導
者
の
確
保
が
難
し
い
状
況

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
本
町
の
地
域
実
情
に
応
じ

た
部
活
動
の
地
域
移
行
に
お
け

る
課
題
を
整
理
し
、
他
市
町
村
の

先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

道
教
委
や
上
川
教
育
局
の
指
導
・

助
言
を
受
け
、
指
導
者
へ
の
支

援
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
体
制

の
整
備
や
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
関
係
者
に
よ
る
検
討
を
進
め
、

で
き
る
こ
と
か
ら
順
次
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
ま
た
「
全
国
中
学
校
体
育
大

会
に
お
け
る
冬
季
競
技
の
取
り

や
め
」
に
つ
い
て
は
、
道
教
委

等
か
ら
の
事
前
の
情
報
は
な
く
、

報
道
内
容
に
よ
れ
ば
、
部
活
動
設

置
率
の
調
査
に
基
づ
き
設
置
率

の
低
い
競
技
が
対
象
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
町
の
ス
キ
ー

場
を
練
習
拠
点
と
し
て
現
在
も

練
習
に
励
ん
で
い
る
子
供
た
ち

の
大
き
な
目
標
が
失
わ
れ
る
こ

と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
　
　

　
今
後
、
都
道
府
県
中
体
連
や
各

競
技
団
体
が
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
か
注
視
し
つ
つ
、
選
手

た
ち
が
目
標
を
持
て
る
よ
う
な

大
会
の
開
催
を
期
待
し
て
い
る
。

大
西
大
西  

小
学
生
の
野
球
少
年
団

は
地
域
指
導
者
の
下
で
活
動
し
、

中
学
生
に
な
る
と
学
校
の
部
活

動
と
し
て
教
員
の
指
導
の
下
で

野
球
部
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

野
球
少
年
団
も
ス
キ
ー
少
年
団

と
同
様
に
国
の
補
助
を
受
け
て

活
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
が
、
教
育
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

教
育
長  

現
在
の
部
活
動
地
域

移
行
に
向
け
た
指
導
者
へ
の
支

援
制
度
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

少
年
団
活
動
に
対
し
て
直
接
的

な
助
成
は
行
え
な
い
た
め
、
組

織
の
見
直
し
や
指
導
者
の
登
録

制
度
な
ど
、
体
制
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
各
少
年
団
活
動
の

運
営
方
法
に
は
多
様
性
が
あ
り
、

現
状
の
実
態
を
踏
ま
え
、
ス
キ
ー

や
野
球
だ
け
で
な
く
、
他
の
競

技
も
含
め
た
体
制
の
整
備
や
制

度
の
活
用
を
関
係
者
と
共
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

古
橋
古
橋
　
星
野
リ
ゾ
ー
ト
が
落
合

岳
、
金
の
沢
周
辺
を
２
０
２
７

年
に
ス
キ
ー
場
と
し
て
開
発
す

る
計
画
を
進
め
て
い
る
と
聞
く

が
、
町
と
の
協
議
内
容
と
方
向
性

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
ス
キ
ー

場
と
し
て
開
発
し
た
場
合
の
自

然
環
境
の
影
響
と
経
済
効
果
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
方
を
伺
う
。

町
長
　
昨
年
11
月
に
星
野
リ

ゾ
ー
ト
関
係
者
が
来
庁
し
、
相

手
側
か
ら
の
説
明
、
こ
ち
ら
側

か
ら
の
お
話
し
た
内
容
に
つ
い

て
正
確
に
お
伝
え
す
る
。
質
問

の
中
で
「
協
議
内
容
と
方
向
性
」

と
い
う
文
言
が
あ
っ
た
が
、
協
議

と
い
う
よ
り
も
相
談
段
階
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
ま
た

「
落
合
岳
」
も
含
め
た
開
発
計
画

に
関
す
る
質
問
は
、
ト
マ
ム
山

の
北
斜
面
コ
ー
ス
開
発
計
画
に

第19回北海道高等学校カヌー選手権大会兼全国高等第19回北海道高等学校カヌー選手権大会兼全国高等
学校総合体育大会カヌー競技北海道予選会の様子（６月７日）学校総合体育大会カヌー競技北海道予選会の様子（６月７日）

問　星野リゾートが進めるスキー場開

発計画の協議内容は？

答  協議というよりも相談段階だと受

　  け止めている

一

般

質

問
（

要

旨

）

 

古ふ
る
は
し橋 

国く
に
ひ
さ久

議

員

担当課担当課
「企画課」「企画課」
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つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
企
業
側
の
説
明
に
よ
る
と
、
国

内
の
利
用
客
は
減
少
す
る
一
方
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
利
用
客
は
増

加
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
獲
得
を

目
指
し
て
い
る
。
ス
キ
ー
場
の
課

題
と
し
て
は
規
模
の
小
さ
さ
や

南
向
き
斜
面
が
挙
げ
ら
れ
、
北
斜

面
に
は
良
質
な
雪
が
あ
る
た
め
、

口
コ
ミ
で
広
ま
り
管
理
区
域
を

越
え
て
滑
る
方
が
増
え
て
い
る

状
況
も
含
め
て
、
コ
ー
ス
の
開

発
計
画
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
他
の
説
明
で
は
「
地

域
貢
献
」
と
し
て
地
元
雇
用
や

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
高

ま
る
こ
と
を
考
え
、
北
斜
面
コ
ー

ス
は
環
境
負
荷
を
最
小
限
に
抑

え
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

向
け
の
自
然
に
近
い
コ
ー
ス
に

し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
私
か
ら
は
、
金
の
沢
は
イ
ト
ウ

の
産
卵
床
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

を
守
る
必
要
が
あ
る
と
伝
え
た
。

ま
た
、
地
元
雇
用
や
地
域
経
済
の

波
及
効
果
に
つ
い
て
は
、
本
町

が
取
り
組
ん
で
い
る
人
口
減
少
・

過
疎
化
対
策
と
の
連
携
や
、
本

町
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効

果
が
期
待
で
き
る
の
か
を
示
し

て
も
ら
う
よ
う
話
し
た
。
そ
れ

以
降
、
企
業
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
な
く
、
今
後
の
進
展
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
話
を

聞
い
た
上
で
行
政
と
し
て
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

曽
慶
曽
慶
　
行
政
機
関
な
ど
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
毎
日
の
よ

う
に
報
道
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
問

題
の
深
刻
さ
が
増
し
て
き
て
い

る
。
行
政
法
に
お
い
て
は
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
定
義
を
明
確
に
し
、

防
止
や
対
策
を
講
じ
る
と
義
務

付
け
さ
れ
て
い
る
が
、
町
と
し

て
ど
の
様
に
取
り
扱
い
さ
れ
て

い
る
か
伺
う
。

町
長 

町
で
は
、
労
働
施
策
総
合

推
進
法
（
通
称

：

パ
ワ
ハ
ラ
防
止

法
）
の
改
正
に
伴
い
、
町
職
員

間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ

ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
な
ど
）

の
防
止
お
よ
び
排
除
を
目
的
と

し
た
「
南
富
良
野
町
職
員
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す
る

規
則
」
を
令
和
４
年
３
月
に
制
定

し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
努

め
て
い
る
。
規
則
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
第
２
条
に
セ
ク
ハ
ラ
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
定
義
、
第
３

条
に
町
長
の
責
務
と
し
て
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
施
策

立
案
な
ど
の
規
定
、
第
４
条
に

任
命
権
者
の
責
務
、
第
５
条
に
職

員
の
責
務
、
第
６
条
に
職
員
に

対
す
る
指
針
、
第
７
条
に
研
修
、

第
８
条
に
苦
情
相
談
へ
の
対
応
、

第
９
条
に
苦
情
相
談
へ
の
対
応

に
関
す
る
指
針
、
第
10
条
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
な
ど
に
つ

い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
で
、
第
７
条
の
研
修
に
つ
い

て
は
、
講
師
を
招
き
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
の
研
修
会
を
開
催
し

て
い
る
。

曽
慶
曽
慶
　
現
在
、
報
道
で
非
常
に
深

刻
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
町
職
員
の

早
期
退
職
や
病
気
で
職
を
離
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
れ
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
は
関
係
な
い
と
信
じ
て
い
る
。

特
に
、
某
国
会
議
員
の
威
圧
的

な
発
言
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
権
力
者
が
周
囲

に
忖
度
さ
れ
、
政
治
の
方
向
性

が
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
嫌
が
ら
せ
や
い
じ
め
で
あ

り
、
身
体
的
ま
た
は
精
神
的
な

問　町のハラスメント対策は？

答　規則に基づいてハラスメント防止に努

　　めている

　過去の一般質問はこちらの QR コードか

ら確認できます。

一

般

質

問
（

要

旨

）

 

曽そ

け

い慶 

一か
ず
す
け介

議

員

担当課担当課
「総務課」「総務課」
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攻
撃
に
よ
っ
て
他
者
に
不
利
益

や
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
行
為
で
、

恫
喝
や
侮
辱
に
よ
っ
て
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
特
に
過
剰
な
叱
責
や
威
圧

的
な
言
動
に
は
注
意
が
必
要
で
、

個
人
の
価
値
観
の
違
い
や
偏
見

が
原
因
で
認
識
の
ず
れ
が
起
き

る
こ
と
が
あ
る
。
今
ま
で
教
育

や
し
つ
け
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
き
た
行
動
も
、
新
し
い
時

代
で
は
人
格
と
人
権
を
尊
重
す

る
時
代
に
入
っ
て
き
た
と
い
わ

れ
て
お
り
、
社
会
が
複
雑
化
し
、

人
と
の
関
わ
り
が
難
し
く
な
っ

た
昨
今
、
積
極
的
に
社
会
の
変
化

に
対
応
し
、
理
解
し
合
え
る
職

場
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

町
長  

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
は
規
則
に
基
づ
き

し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
る
が
、
役

場
職
員
が
住
民
に
対
し
て
行
う

行
為
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
異

な
り
、
地
方
公
務
員
法
や
場
合
に

よ
っ
て
は
職
権
乱
用
と
し
て
法

律
の
中
で
対
処
さ
れ
る
と
思
う
。

職
員
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
け

で
な
く
、
議
員
と
職
員
、
ま
た
は

町
長
と
職
員
と
い
っ
た
関
係
に

お
い
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

具
体
的
に
ど
の
部
分
に
問
題
が

あ
る
の
か
を
把
握
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
枠
の
中
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

曽
慶
曽
慶
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
少

し
ず
つ
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば

知
ら
な
い
う
ち
に
職
場
で
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
健

全
な
役
場
運
営
を
行
い
な
が
ら

今
後
も
確
認
し
つ
つ
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

小
野
小
野
　
業
務
効
率
化
に
役
立
つ

「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
」
に
対
す

る
本
町
の
取
組
状
況
と
稼
働
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長  

Ｄ
Ｘ
が
民
間
分
野
で
進
展

す
る
中
、
国
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
地
方
自
治
体
が

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項

を
具
体
化
し
た
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
で
は
、
自
治
体
に
対

し
て
次
の
３
つ
の
主
要
な
取
組

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
第
１
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
住
民

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

第
２
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
活
用
に
よ
っ

て
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
そ

の
結
果
、
人
的
資
源
を
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
繋
げ

る
こ
と
。
第
３
に
、
デ
ー
タ
が

価
値
創
造
の
源
泉
で
あ
る
と
の

認
識
を
共
有
し
、
デ
ー
タ
の
様

式
の
統
一
化
を
進
め
る
こ
と
で
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
民
間
の
デ

ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
新
た
な

価
値
の
創
出
を
目
指
す
こ
と
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
、

自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
７
つ

の
重
点
事
項
が
提
唱
さ
れ
て
い

る
。
１
つ
目
は
、
自
治
体
フ
ロ

ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の
推
進
で
あ

り
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
手

続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
町
で
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
ス
、
町
民
体
育

館
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
申
込
な

ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
き
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
２
つ
目
は
、

自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
と
共
通
化
で
あ
る
。
本
町

で
は
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

に
つ
い
て
令
和
５
年
度
か
ら
取

組
を
始
め
、
令
和
７
年
度
に
は

完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
共
通

化
（
運
用
）
は
令
和
８
年
度
に

完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
３

つ
目
は
、
公
金
収
納
に
お
け
る

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
活
用
で
、
本
町

問　本町の「ＤＸ」の取組と進歩状

況は？

答  本町の「ＤＸ」はスタートラインに立っ

　  た段階

一

般

質

問
（

要

旨

）

 

小お

の野 

秀
し
ゅ
う

議

員

担当課担当課
「総務課」「総務課」
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で
は
令
和
５
年
度
か
ら
町
税
に

「
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
を

利
用
し
た
収
納
を
開
始
し
て
い

る
。
４
つ
目
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
促
進
で
あ
る
。
現

在
、
本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
は
84
・
９
％
に
達

し
て
い
る
。
５
つ
目
は
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
徹
底
で
あ
る
。
６

つ
目
は
、
自
治
体
の
Ａ
Ｉ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
利
用
促
進
で
あ
る
。
人

工
知
能
を
活
用
し
、
定
型
的
な

業
務
の
効
率
化
を
目
指
す
プ
ロ

セ
ス
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が

あ
り
、
具
体
的
な
検
討
は
今
後

進
め
る
予
定
で
あ
る
。
７
つ
目

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
で
あ

る
。
働
く
時
間
や
場
所
を
柔
軟
に

活
用
で
き
る
働
き
方
を
導
入
し
、

感
染
症
や
災
害
時
の
業
務
継
続

対
策
を
促
進
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
今
後
、

具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
以
上
が
、
自
治
体
が
国
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
推
進
計
画
の

主
な
内
容
で
あ
り
、
現
時
点
で

本
町
が
実
施
し
て
い
る
取
組
で

あ
る
。
本
町
の
Ｄ
Ｘ
は
、
本
年

度
か
ら
専
門
の
係
を
設
置
し
て

進
め
て
お
り
、
現
在
こ
の
取
組

を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
民
間
企

業
か
ら
の
職
員
派
遣
を
要
請
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
段
階
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

小
野
小
野  

富
良
野
圏
域
内
で
Ｄ
Ｘ
の

取
組
が
進
ん
で
い
る
市
町
村
は

ど
こ
な
の
か
。

町
長  

富
良
野
市
と
中
富
良
野
町

が
Ｄ
Ｘ
の
取
組
に
積
極
的
で
あ

る
印
象
を
持
っ
て
い
る
。
富
良

野
市
で
は
多
岐
に
わ
た
る
取
組

が
行
わ
れ
て
お
り
、
中
富
良
野

町
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
協
力
に
よ

る
取
組
や
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
一
方
、
占
冠
村
や

上
富
良
野
町
に
つ
い
て
は
詳
細

な
情
報
が
な
い
た
め
、
不
明
で

あ
る
。

小
野
小
野  

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
他
市
町
村

と
話
し
合
う
場
は
あ
る
の
か
。

副
町
長  

富
良
野
地
区
で
は
、
Ｄ

Ｘ
の
担
当
者
が
集
ま
り
意
見
交

換
会
を
行
っ
て
お
り
、
沿
線
の

副
市
町
村
長
会
議
内
で
も
情
報

交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。

小
野
小
野  

今
後
は
行
政
だ
け
で
な
く

議
会
も
Ｄ
Ｘ
に
貢
献
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
の

で
、
推
進
に
協
力
し
て
い
き
た

い
。

　

令
和
６
年
第
２
回
臨
時
会
は
、

５
月
24
日
に
招
集
さ
れ
、
提
案

さ
れ
た
議
案
を
原
案
の
と
お
り

承
認
・
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

「DX」とは？

　「デジタルトランスフォーメーション（Digital Transformation）」の略です。これは、ビジネスや

組織がデジタル技術を活用して、業務プロセスや顧客サービスを改革し、競争力を強化する取組

を指します。具体的には、クラウドコンピューティング、ビックデータ分析、人工知能 (AI)、インター

ネット・オブ・シングス (IOT) などのテクノロジーを活用して、新たな価値を創造することを目

指しています。

令和６年第２回

臨時会

５月２４日

議案の賛否一覧表

上程議案
結

果

副   議

１
番

２
番

３
番

４
番

５
番

６
番

７
番

８
番

十
河

鷹
嘴

小
野

古
橋

渋
谷

曽
慶

大
西

酒
井

（賛成：〇　反対：×　欠席：欠　除斥：除）
□：議事進行により議決に加わらない「-」

議案
第１号

専決処分の承認を求めること
について ( 令和５年度一般会
計補正予算 )

承認
(5/24)

〇 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 ―

議案
第２号

専決処分の承認を求めること
について ( 個人番号の利用に
関する条例の一部改正 )

承認
(5/24)

〇 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 ―

議案
第３号

専決処分の承認を求めること
について ( 南富良野町税条例
の一部改正 )

承認
(5/24)

〇 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 ―

議案
第４号

専決処分の承認を求めること
について ( 国民健康保険税条
例の一部改正 )

承認
(5/24)

〇 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 ―

議案
第５号

令和６年度南富良野町一般会
計補正予算

可決
(5/24)

〇 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 ―

議案
第６号

工事請負契約の変更について
可決

(5/24)
〇 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 ―

議案
第７号

工事請負契約について
可決

(5/24)
〇 欠 〇 〇 ○ 〇 〇 ―

議：議長・副：副議長
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■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
９
９
９
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
52
億
６
９
９
４
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

■
南
富
良
野
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
国
が
定
め
る
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

■
南
富
良
野
町
税
条
例
の
一
部

改
正

　
地
方
税
法
及
び
地
方
税
法
施

行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
主

に
定
額
減
税
に
係
る
規
定
の
整

備
を
す
る
も
の
で
す
。

■
南
富
良
野
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
主
に
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
課
税
額
の
上
限
額
を

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
現
行
22
万
円
↓
改
正
24
万
円

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
３
１
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
50
億
５
６
３
１
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

○
補
正
予
算
の
主
な
も
の

・
商
工
業
等
起
業
支
援
事
業
補
助

金

　
２
０
０
万
円

・
幾
寅
東
団
地
改
修
に
伴
う
調
査

及
び
設
計
委
託
料

　
１
０
３
１
万
円

専 

決 

処 

分 

の 

承 

認

令 

和 

６ 

年 

度 

南 

富 

良 

野 

町
一 

般 

会 

計 

補 

正 

予 

算

　■工事請負契約の変更

工  事  名 南富良野高等学校校舎耐震改修及び大規模改修工事

契 約 の 相 手 方 サンエービルド・永井特定建設工事共同企業体

工 事 の 契 約 日 令和５年９月２６日

変  更  理  由 屋根の板金及び下地合板交換面積の増

契 約 の 金 額

変更前 396,601,700 円
（うち消費税及び地方消費税の額 36,054,700 円）

変更後 398,658,700 円
（うち消費税及び地方消費税の額 36,241,700 円）

　■工事請負契約

契 約 の 目 的 南富良野高等学校学生寮改修工事

契 約 の 方 法 単体型一般競争入札による契約

契 約 金 額 88,968,000 円
（うち消費税及び地方消費税の額 8,088,000 円）

契 約 の 相 手 方 小松建設工業株式会社 代表取締役　小泉　憲勝
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気象予報士　森　朗　氏 元衆議院議長　大島　理森　氏

1
７
月
２
日
に
札
幌
市
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　
最
近
の
地
方
自
治
の
在
り
方

は
、
世
界
の
動
き
に
大
き
く
影
響

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
食
料
品

や
物
価
の
高
騰
が
あ
り
、
地
方

自
治
体
も
そ
の
対
策
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
講
師
の
大
島
氏
は
、
世
界
の

経
済
が
民
主
主
義
の
下
で
発
展

し
て
き
た
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま

な
不
満
が
生
じ
て
カ
オ
ス
状
態

に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
国
で

民
主
主
義
の
危
機
や
政
治
分
断

が
起
き
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。
こ
の
影
響
が
我
々
の
身
近

な
生
活
に
も
及
び
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
、
日
本
政
治
の
大
き

な
課
題
と
し
て
、
政
治
分
断
、

集
団
的
保
障
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
で
の
格
差
対
策
が
挙
げ
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
動
き
が
地
方
自
治
体

制
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

地
方
自
治
は
世
界
の
動
き
を
見

据
え
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
島
氏
は
、
多
様
性

を
認
め
合
い
合
意
形
成
を
求
め
、

最
終
的
に
は
挙
手
で
決
定
す
る

姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し

ま
し
た
。
地
方
議
員
に
は
、
現

場
か
ら
全
体
の
問
題
を
考
え
る

能
力
が
求
め
ら
れ
る
と
も
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
島
氏
の
講
演
を
通
じ
て
、
人

口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
方
自

治
の
対
応
と
し
て
、
平
均
的
福
祉

水
準
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
負
担

を
ど
う
す
る
か
が
課
題
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
将
来
の
人
口

水
準
を
ど
う
す
る
か
、
明
確
な

目
標
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
際
情
勢
か
ら
地
域
の
社
会
資

本
に
至
る
ま
で
幅
広
く
物
事
を

考
え
る
視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

改
め
て
で
き
る
こ
と
と
で
き
な

い
こ
と
を
明
確
に
し
、
地
方
の

問
題
対
策
を
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
深
く
感
じ

ま
し
た
。
議
員
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
時
代
の
要
請
に
応
じ
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2
表
題
の
講
演
を
拝
聴
し
、
森

氏
か
ら
は
気
候
変
動
の
影
響
が

我
々
の
生
活
や
経
済
、
産
業
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
つ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
短
期

的
に
は
、
公
共
施
設
や
民
間
家

屋
の
整
備
、
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
対
策
、
農
業
や
漁
業
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
対
策

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
長

期
的
に
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
、
持
続
的
な
森
林
整
備

や
育
成
、
化
石
燃
料
依
存
か
ら

の
脱
却
の
た
め
の
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
積
極
的
な
活
用
と
開
発
、

継
続
的
な
温
暖
化
対
策
の
研
究

が
重
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　
森
氏
の
よ
う
な
気
象
予
報
士

の
役
割
は
、
予
報
だ
け
で
な
く
、

防
災
や
減
災
の
分
野
で
も
重
要

に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
特

に
北
海
道
の
よ
う
に
広
大
な
面

積
を
持
つ
地
域
で
は
、
気
象
情

報
の
細
分
化
に
よ
る
情
報
提
供

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
地
方
議
員
は
、
地
球
温
暖
化

の
問
題
を
広
い
視
野
と
長
期
的

な
視
点
で
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

日　程 参加研修名 講師・演題名 報告者

７月２日
北海道町村議会

議員研修会

元衆議院議長　大島　理森　氏

人口減少と市町村の重要性・民主主義について自省を

含めての所感

1　小野　 秀議員

気象予報士　森　朗　氏

札幌が東京より暑くなる！？～加速する気候変動～ 2　鷹嘴 充子議員

議員研修参加報告
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１番　十河　総子 議員（議会広報特別委員会副委員長）

　南富良野町議会議員となり、早いもので１年が過ぎ

ました。初めてのことだらけの議会活動・監査委員に

と勉強の日々で、ただ前だけを見て突っ走ってきたと

いうのが正直な感想です。これからも初心を忘れず、

町民のみなさんの声を、スピード感を持って行政に

届けられるよう努力してまいりますのでよろしくお

願い致します。

３番　小野　秀 議員（議会運営委員会副委員長）

　地方議会議員の義務であり努めは、住民全体の代表

であり奉仕者であると諸先輩から教えていただきま

した。今後は、本町の住民福祉の向上と地域福祉の活

力ある発展に努力しながら、昨今の時代の要請を踏ま

え且つ本町の将来を見据え、さらに住民の皆様や行政

と共に住みよい町づくりのための活動に尽力します。

６番　曽慶　一介 議員（議会運営委員会委員長）

　町民の皆さんは何を思っているのか、行政は何を考

えているのか。議員として、その繋がり、役割の重

要性を改めて感じさせられた１年でした。町民の方々

から沢山の話を聞く機会を得たことが自分にとって

毎日が学び直しの連続で、町民の意思を的確に反映

できるよう、活動を続け議員としての役割を果たし

たいと思います。

２番　鷹嘴　充子 議員（総務常任委員会副委員長）

　議員となって１年、皆様のご支援により、多くの

貴重な経験と学びを得ることができました。心から

感謝申し上げます。議員活動を通じ、町そして議会

にも多くの課題があることを実感しており、その課

題を１つ１つ解決していけるよう、全力で取り組ん

でいきたいと思います。安心安全な町づくりのため、

今後も頑張ってまいります。

４番　古橋　国久 議員（議会広報特別委員会委員長）

　改めて感じるのは、地域住民同士の深い繋がり、コ

ミュニケーションを大切にして町の抱える多種多様な

複雑に絡み合った問題に真摯に取り組む考えです。少

子高齢化、人口減少、人手不足等で、今までの当たり

前が通用しない時代です。一発逆転ホームランではな

く、1 つ 1 つ丁寧に解決策を模索していこうと思います。

７番　大西　知幸 議員（総務常任委員会委員長）

　私は、15 年ぶりに町議会議場に入りました。議員

になって質問席から一般質問等で理事者がどのよう

に回答するのか緊張して聞いています。新人議員に

なって、町内会の会合に町で計画されていること等

を情報提供として伝えております。これからも可能

な限り報告する機会を利用して伝えていこうと思っ

ております。

議員になって１年が経ちました。

私たち新人議員が「南富良野町議会議員になって感じたこと」

大西委員大西委員

渋谷委員渋谷委員 古橋委員長古橋委員長 十河副委員長十河副委員長

鷹嘴委員鷹嘴委員

小野委員小野委員

曽慶委員曽慶委員

議会広報特別委員会時の様子議会広報特別委員会時の様子
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議会を傍聴してみませんか

次の定例会の開会予定は

9月18日（水）～20日（金）です。

　町議会は、定例会が年４回（３月・６月・９月・１２月）

開かれ、そのほか臨時会が必要ある時に開かれます。議会

の傍聴は町政の運営状況や議員の活動状況を知るよい機会で

す。定例会では議案審議のほかにも、議員が行政に質問をす

る「一般質問」も行われますので、お気軽にお越しください。

皆様の傍聴をお待ちしております。

　また、会議中継映像をインターネット（ユーチューブ）で

動画配信しています。生中継と録画配信をしており、いつで

も視聴できますので、ぜひご覧ください。

※録画配信されるまでに時間がかかる場合があります。　

議 会 の 動 き
令和６年５月～７月

5 月	 2 日	 〇富良野地方自衛隊協力会定期総代　

会・役員会 ( 上富良野町 )

		  8 日	 〇小野町議会議員ご尊父様逝去に伴う

通夜焼香 ( 富良野市 )

		  17 日	 ○南富良野町商工会通常総会

		  24 日	 ○南富良野町議会第 2 回臨時会

			   ○議会運営委員会

			   ○総務常任委員会

			   ○全員協議会

		  25 日	 ○南富良野中学校体育祭		  　

		  27 日	 〇全員協議会

			   ○陸上自衛隊上富良野駐屯地隊区変更

に伴う第 14 施設群長との懇談会

			   　（東鹿越）	

		  28 日	 ○南富良野まちづくり観光協会通常総会

		  31 日	 ○南富良野町森林組合通常総会

6 月	 9 日	 ○南富良野西小学校大運動会

		  11 日	 ○北海道町村議会議長会定期総会及び

議長・事務局長研修会（札幌市）

		  13 日	 ○議会運営委員会

		  19 日	 〇南富良野町議会第 2 回定例会

	～	 21 日	 ○議会運営委員会

			   ○総務常任委員会

			   ○全員協議会

			   ○議会広報特別委員会

	7 月	 2 日	 ○北海道町村議会議員研修会（札幌市）

		  7 日	 ○南富良野消防総合演習

			   〇南富良野町戦没者追悼式

		  8 日	 〇富良野沿線市町村議会議長会総会

　　　　　　   （中富良野町）

		  18 日	 ○富良野地方自衛隊協力会南富良野支

部定期総会

		  27 日	 〇かなやま湖湖水まつり（かなやま湖

太陽と森と湖の祭典）

表紙の写真 ( 町の風物詩【盛夏】)

　令和 6 年 7 月 18 日に幾寅保育

所にて行われた放水体験の写真で

す。

　毎年行われる保育所の避難訓練

の後に、子供達に消防隊員の仕事

を体験してもらう事業として実施

されています。


